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の概要 

 

 

本研究拠点では、ナノ組織制御、極端条件物質創製プロセス、ナノハイブリッド化、超薄

膜化、極微細加工技術など最先端の物質製造プロセスを用いて、新規物性を発現する特

殊構造物質を創製し、物性発現機構を明らかにし、具体的に設定された高機能・高性能

な新材料の開発を目指す。そして、この未知な材料科学の領域に果敢に挑戦する活力に

富んだ若手人材を世界から発掘し、拠点研究者が連携して、自由な発想で自主的に独創

性あふれる研究を推進できる研究生活環境を保証し、斬新な発想の萌芽的研究を積極

的に育成し、継続的に世界最高水準の研究を実現できる拠点を構築する。 
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２１世紀の物質開発、材料化におけるグローバル化により、少量でも高機能・高性能な付

加価値の高い、他と差別化、特徴化できる物質・材料を、世界より一刻も早く開発すること

が我が国に要求されている。そこで東北大学がこれまで永年にわたり培ってきた物質・材

料に関する潜在的学術研究能力を最大限に発揮するために、個々に特徴ある優れた物

質・材料研究者を融合する研究推進体制を確立し、最先端の物質作製技術を駆使して新

規物性の発現が期待される特殊構造物質を創製し、それを利用した高機能・高性能材料

開発に関する先端的研究を行い世界最高水準の研究拠点形成を目指す。本拠点で萌

芽・育成される物質創製・材料化研究は、材料科学者が目指して止まない物質構造制御

による新規の機能発現を目指した原子、分子、ナノスケールでの究極の材料創製技術で

ある。したがって、ここでの成果を用いて、今後様々な物性を示す材料開発への迅速な対

応が可能となり、材料科学における社会的貢献と教育的意義が期待できる。 

 

研究拠点形

成実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢物質創製・材料化国際研究教育プログラム｣では、ヨーロッパ、米国に海外研究連携拠

点を持つ材料科学国際フロンティアセンター(IFCAM)と連携し、特殊構造物質創製とその

材料化に関する国際的な材料研究教育を行う｢東北大学物質・材料研究センター｣を構築

する。拠点運営に関わるすべての重要事項は、リーダー会議で討議決定する。拠点およ

び各研究グループの研究教育成果の推進と評価のために、第 3 者評価委員会を設置し、

各年毎の評価に加え、3 年目の中間評価によって、研究者の交流、研究テーマの変更な

ども積極的に行うこととし、弾力的、柔軟な運営を行い、世界最高水準の拠点形成のため

に着実かつ現実的に即応する。 

５年間で挑戦する具体的な材料開発目標を立て、最先端の物質創製関連技術により新し

い機能を発現する特殊構造物質を創製し、機能の発現と特殊構造物質の関わりを明らか

にし、これらの物質を利用した材料化とその学理を研究する。 

 

教育実施計

画 

 

 

 

 

 

最先端の研究環境下で優れた研究者育成のための教育上の施策として、世界から選抜

された物質・材料研究を目指す優秀な博士課程の学生を集め、本拠点の研究者が連携し

て、基礎から応用まで幅広い物質・材料の実践的研究教育を行い、将来の物質・材料研

究のリーダーとなる若手高等研究者を育成する教育環境を整える。特に独創的な研究成

果が期待できるスーパーDC およびポストドクター（PD）には、研究費の支給を行い、研究

活動・勉学をエンカレッジする制度を設置する。 

 



物質創製・材料化国際研究教育拠点プログラム

•金属材料研究所
•工学研究科材料系

•工学研究科応用物理
•多元物質科学研究所

•理学研究科物理

第3者評価委員会

•未来科学技術共同研究センター
•多元研融合システム研究部門
•金研新素材設計開発施設

企業連携 研究支援組織

リーダー
（総括責任者）

リーダー会議
（総括責任者、総括分担者、外部有識者）

東北大学物質・材料研究センター

若手研究者
スーパードクター

ポストドクター

学術的支援

•金研・多元研技術部
•金研・多元研図書情報室
•金研計算材料学センター
•事務室

技術的・事務的支援

社会的ニーズ

海外留学・研修

研究者・学術情報
評価

海外研究連携拠点

•英国ケンブリッジ大学
•スウェーデン王立工科大学
•米国ハーバード大学

•高比強度特殊構造物質の材料化
•高水素吸蔵特殊構造物質の材料化
•高性能特殊構造エレクトロニクス材料
•超高温耐熱特殊構造物質の材料化、等

特殊構造高機能物質の材料化とその学理

若手人材の発掘と育成を行いつつ、
拠点研究者が連携して実施する研究

特殊構造物質創製

有機的連携
シナジー

効果

•ナノ組織制御物質
•極限条件下非平衡物質
•界面構造制御物質
•ナノハイブリッド化物質
•低次元構造化物質

•材料物性理論
•材料基礎物性
•評価技術
•超高純度化
•ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
•知的基盤ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

材料科学国際フロンティア
センター（ＩＦＣＡＭ）

民間企業




